
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

叡啓大学（学長 有信
ありのぶ

睦
むつ

弘
ひろ

、広島市中区）３年生のARAYAN Renz Kayle Roble（アラヤン レンズ カ

エル ロブル）さんは、2026年２月８日〜11日に開催された日韓合同の国際起業キャンプ「グローバ

ル・カレッジ・スタートアップ・キャンプ（GCSC）2026」において、期間中の２月10日にグローバル

トラック金賞（正式名：Global Track Gold Award）を受賞しました。 

本プログラムには日本と韓国から計80名が参加し、混成チームで気候変動や貧困などのグローバル

課題をテーマにビジネス提案を行いました。ARAYANさんは各国の学生と協働し、グローバルトラック

全10チームの中から最高評価を獲得しました。 

本件について、ぜひご取材・ご報道いただきますようお願いいたします。 

 

１ GCSC 2026について 

GCSCは、一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部と嘉泉大学ココネスクール（韓国）が共同主

催する国際的な起業家育成プログラムです。日本と韓国の学生が混成チームを組み、言語や文化の違

いを越えて社会課題に対するビジネスソリューションを構想・発表します。2026年は「グローバル」

と「ローカル」の社会課題をテーマとしたデュアルトラック制で実施されました。 

 

２ グローバルトラック金賞受賞プロジェクト「X-PASS」の概要 

「X-PASS」は、引退した専門家（シニア）と学生・社会人をつなぎ、実務に基づくメンタリングを

提供するキャリア支援プラットフォームです。AIによるマッチングとトレーニング機能を活用し、高

齢者の社会参加の促進と若者のキャリア支援を両立するモデルとして提案されました。大学や企業が

費用を負担する仕組みにより、利用者は無料で質の高いメンタリングを受けることができます。世代

間の経験を共有し、社会課題の解決を目指す取組として評価され、金賞を受賞しました。 

 

３ 受賞学生コメント 

本受賞について、チームの一員として 

大変光栄に思っています。多くの優れた 

アイデアが集まる中で選ばれたことを嬉 

しく感じています。 

プロジェクトの実現にあたっては、 

叡啓大学のアドバイザーの皆さまやPBLで 

共に学んできた仲間、主催者によるコーチ 

ングやメンタリングなど、多くの方々の 

支援が大きな力となりました。 

叡啓大学を代表して発表の場に立てた 

ことを誇りに思うとともに、今回の経験を 

通じて社会課題に向き合い続けることの 

重要性を改めて実感しました。 

 

 

叡啓大学の学生が国際起業キャンプで金賞を受賞 
日韓混成チームで社会課題解決型ビジネスを提案 — 国際舞台で最高評価 

資 料 提 供      

令和８年２月 18 日 
所  属：広島県公立大学法人 

叡啓大学教育企画課 
担当者：細川 
連絡先：082-225-6312 

 

取材をご希望の方は、お電話又はメールでご連絡ください。 

叡啓大学広報担当（日浦・太治）   

TEL：０８０－９２０８－０４６６   

メール：publicrelations@eikei.ac.jp 

受賞の様子（上段右が ARAYAN さん） 


